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植物硏究雜誌第十三卷第十一號 


雜錄 Miscellaneous 

〇利尻島ノ地衣類瞥見 

ハシガキ 昭和七年七月ノ樺太地衣採集行ノ途中、稚內附近デ嘵ノ車窓二利尻富士ノ秀麗 
ナ姿ヲ見夕時、アノ山ニー度ハ必ズ登ツテ見ヨウト堅ク決心シタ。翌八年ノ夏ニモ问ジ頃二 
樺太へノ途中 デ 車窓ノ利尻富士ヲ眺メ、越ュテ十一年ノ夏= ハ 大雪山黑岳ノ頂上カラタ燒ノ 
西北ノ空 ニク ツ キリ ト浮ビ出夕利尻富士ヲ認メ、コノ山ノ印象 ハー 層忘レ難イモノ ニ ナツ 
夕。今年 ノ夏ニ ヤツト數年來ノ希望ヲ果 シ、 更二禮文島ニモ上陸 スルコ トガ出來夕。 



第1阏沓形港ノ沖ヲ航行中ノ汽船カラ a タタ往ノ利 k •笾士 8. 22 . at 者)®影） 


利尻島及ビ禮丈島 二 行クニハ、小樟 カラ ト稚內 カラトニ ツノ道ガ アルト 聞イテ 斗タガ 、上 
野驛ヤ札幌驛ノ案內所デ問合 セテ モ殆ンド、要領 ヲ得ナ イノ デ、 態々小樟ノ波止場 マ デ、行ツ 
テヤツ ト 出帆ノ日時 ヲ確メルコト ガ出來夕 。コ ンナニー 般カラ 無視 サ レテ ヰル 島 ダカ ラ汽 
船モドウ セ不定期デ、客ヤ荷物 ノ 都合 デ 左右サレル ダラウシ、 島ニハ電燈ハ勿論 ナクテ 夜ハ薄 
暗イらんぷノ下デ標本ノ整理 ヲシナ ケレバ ナラナイ ノ ダラウト 覺悟シ テ行ツタラ、ソ ノ豫想 
ハ美事二裏切 ラ レ、利尻島 ハ 北海道ヤ東北ノ寒村二比較シ タラ 遙二文化施設ノ整 ツタ所 デ'ア 
ルコト ガ判 リスツカ リ驚嘆 サセラレタ。 「マア、ソ ツナ ニ不便 ナ田舍ダト思ツテオ 出 デニナ 
ツ タンデスカ。隨分ヒ ド、 イデ スワ」 卜宿屋ノ娘サン ニ 抗議ヲ申込マレタガ、實際我々ガ利尻 
島 ニツイ テ持ツテ4 ル 知識 ハ 極メテ貧弱 ナ モノデ、採集家モ臆劫ガツテナカナカ行カナイ樣 
デアル。利尻島デモ禮文島デモ、電燈ノ、各地二行渡ツテ4ルシ、大キナ部落ニハ上水道ノ設 
備サヘアル。定期船ノ寄港地ニハ何レモ敷軒ノ旅館ガアリ、數日間滯在シテ採集スル ニ ハ何 
等ノ不自由ヲ感ジナイ所 デアル。 

利 尻 島及ビ禮 文 島ノ交逼 稚内カラハ利尻鳥鴛泊ヲ徑テ禮文島香深二向ヶ遊覺船型ノ氣 
持ノョイ100噸バカリノ發動機船ガ每日1囘往復 シテヰ ル0稚內.鴛泊間28浬ヲ3時間、 
鴛泊•香深間11浬ヲ1時間デ相當ノ正確サデ運航 シテヰ ルカラ、船客ヤ郵便物 ハ 定期二迅 
速 二 運 バレル。 
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第_ 2 圖利尻島附近交道圖〇點線ハ篆者ノ旅行經路、破線ハ主要ナ道路又ハ航路。 

小樽カラノ、1，600噸及ビ700噸バカリノ汽船ガ交互=每月約12囘往復シテ牛ル。小樽力 
ラ直行シテ約13時間デ利尻島二達シ、鬼脇•仙法志•沓形•鴛泊等ノ諸港二寄リ禮交島香深二 
廻ッテ稚內二入港シテー休ミスル0復航ハ往航ヲ逆戾リスルノガ普通デ、アルガ、積荷ヤ天候 
ノ關係デ相當ノ變動ガアルカラ十分ナ注意ヲ耍スル0往航ハ定期二運航シ、午後5時二小樟 
ヲ出帆スルト翌朝6時頃二鬼脇二着クガ、復航ハ昆布ノ出廻期ナド-ニハ相當二亂レ、筆者ガ 
乘ッタ小樽行ノ富山丸ハ午前8時二禮文島香深ヲ出帆スル豫定ダッタノガ、天候卜癀荷卜 
ノ關係デ何囘力豫定ヲ變更シテ晝過マデ香深港外デウロウロシテヰテ、ヤット出帆シタカト 
思ッタラ寄港シナイ替ダッタ所へモ船' ヲ着ケタノデスッカリ遲レ、通常ハ午後6時頃利尻島 
ヲ離レ テ翌早朝小樽ュ入港 ス ル豫定ナノガ翌日ノ午後2時頃 ニ ナッテシ マッタ。 

時間ヲ節約シ、往復ノ道ヲ變へテナルべク多ク見物ショウト思フナラバ、往航ハ小橼カラ 
乘船シ復航ハ稚內二出ルノガ便利デアラウ〇コ/逆モ同樣卜思フト大變ナ間違ヒデ、、稚內力 
ラノ便船ガ利尻島=着クノハ正午ニナルノデ ソノ 日ハ登山スルコトガ出來ナイシ、歸リ/小 
櫞行ノ汽船ガ豫定通リニ運航シナイコトハ今述 ベタ 樣二筆者自身ノ經驗デ、明デアル〇但シ 
船二弱イ人ハ往復共二稚內經由ニシタ方ガョイ。イクラ船二弱クテモ稚內カラハ3時間デ 
着クノダカラ我慢ガ出來ルダラウ〇船二自信ガアツテ悠々卜海ノ旅ヲ樂シミ I タイ人ハ往復 
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共二小樽經由ニスレバ旅費モ安イシ場合ニョツテハ時問モ節約出來ル〇 

利尻島 デ ハ周圍約60籽ノ海岸線--沿ッテ立派ナ道路ガアリ、夏期ハ定期二乗合自動車ガ 
每日4往復 シテヰルシ、 禮文鳥デハ香深*ラ船 泊 マデ海岸線 二 沿ツテ約15粁ノ間ヲ每日1 
往復シ テキルカ ラ島內ノ陸上交通ハマダ相當二便利 ナモノ デ、 アル0 

利尻島ハ鴛泊（732戶 .) •沓形 （870 戸〕•仙法志〔487戸）•鬼脇 （654 戸）ノ 4箇村、禮丈 
島 ハ 香深（842戸）及 ビ船泊 （523 戸）ノ 2箇村二分 レ、人ロ モソン ナニ 稀薄デ、 ハナイ。 



第 3 0鬼脇カラ見夕利尻富士 (1337. 8. 29. 筆者撮影） 


採集旅行ノ日程 利尻富士二登ルニハ、鬼脇又ハ鴛泊カラ約:12耔ノ登山路ヲ通例5時間 
内外デ、頂上二達シ、下リハ往路ヲ引返スカ又ハ反對側へ出テ約3時間デ、麓二着ク。頂上ハ海 
拔1719米デアルカラ、海岸ノ登山ロカラ正味1719米ダケノ標高差ヲ往復シナケレバナラ 
ヌノデ相當ノ努カヲ要スルワケデアルガ、實際ハ思ツタ程苦シイ山デ、ハナカツタ。天氣サへ 
好ケレバ朝6時頃小樟カラ鬼脇二着イタラ■スグニ登山シ、夕方マデニ下山シテ麓ニー泊シ、 
翌日出帆スル自分ノ乘ツテ來夕船デ小樽二歸ルコトガ出來ル0然シ天氣ノ都合デ何時モサ 
ウ 簡單ニ ハ行カナイカラ十分ナ餘裕ガ欲シイモノデ、アル。 

參考マデニ筆者ノ採集旅行ノ日程ヲ次二揭ゲル0 
8月17日午後5時小樽港出帆、途中暴風雨二遭ヒ難航ジタ。 

8月18日午前6時頃利尻島鬼脇港二着キ直チ=上陸、9時頃ョリ登山シテ海拔 800 m 
附近ノ地點マデ採集シテ引返シ鬼脇港船見屋旅館二泊ツタ〇 
8月19日午前7時頃ョリ登山シ頂上ヲ極メ午後3時頃再ビ鬼脇港二戾ツタ〇10時頃 

ヨリ豪雨二襲ハレ終日降リ續イタタメニ完全ニヌ.レテシマツタ〇 

8月20日午前中ハ水源池附近デ採集シ、午後ハ乘合自動車デ仙法志•沓形ヲ經テ鴛泊 
二着キ燈臺附近デ採集シ、鴛泊港大須賀旅館二泊ツタ。 

8月21日午前中ノ、姬沼附近デ採集シ、午後0時30分鴛泊港出帆ノ便船デ S 豊文島 
二渡リ香深港カラ上陸シ、島ヲ橫斷シテ元地二出テ桃岩附近ノ地衣類ヲ採集シタ〇香深港 
吉野谷旅館=泊ツタ。 
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8 月 22 日午前 8 時頃乘船、午後 3 時頃出帆シ利尻島ノ諸港ヲ經テ小樟二向 ッタ。 

8月23日午後2時頃小樽へ入港シタ 0 

知ラナイ土地デ安クテ氣持ョク泊レル旅館ヲ搜スコトハ中々困難ナコトデアルガ、今囘ハ 
植物採集家ガ泊ルノニ最モ都合ノョイ宿屋ヲ營林署員カラ紹介シテモラツタノデ大變便利 
ダツタ〇將來渡島サレル方ノ參考マデニ H 程表=敢テ旅館/名ヲ揭ゲタ次第デ アル。 



第4 0鹩泊燈臺附近カラ見夕利尻富士 CW 37. 8. 29,筆者撮影） 


利尻島産地衣類 目錄上ノ日程表デモ分ル樣二、禮文島ニ ハタ、， 上陸 シタト 云フダケ デ、 袷 
ン ド採集 ハシテ居 ナイ シ 、利尻富士ニ ハ 鬼脇 ロカラ登ツタ ダケ デ鴛 泊ロヲ全然見ナ カツタカ 
ラ、丈字通リニ r 瞥見」ノ範圍ヲ出ナイ„然 シ 何時コノ島ヲ再ビ訪レル機會ガ與ヘラレ ルカ 
分ラナ イノ デ、貧弱ナ資料ヲ整理シテ利尻島產地衣類 ノ 目錄ヲ作ツテ見夕。非常 二 不完全 
ナモノ デ ハアルガ無イヨリハマシデアラウカラ 敢テ此 處二發表スルコトニシク。 

Dermatocarpacese かはいはたけ科 
Dermatocarpon mimcitum 
( L .) Mann. あかうらかはい 
はたけ鴛泊•姬沼間ノ岩石 
上。海拔 100 m 內外ノ場所 
デ坂道二沿ツテ流レル小川ノ 
岸ニァル岩石上二澤山アツ 
ダ。流水二面シタ側二生ズル 
モノト、反對側二生ズルモノ 
トアツタガ、何レモ差違ハ認 

メラ レナイ 水中又ハ 常時飛 第 5 !83利尻島產あかうらかはいは允け。左ハ 表面、 右ハ 裏面 （ x ] ) 
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沬ヲ浴ビル樣ナ場所ニハ見當ラナカツタ。 

Sphserophoracese さんごごけ科 

Sphcerophorus meiophorus (Nyl.) Vain. さんごごけ利尻山中腹森钵帶、地上。 
Collemacese いはの り 科 • * • ： .. 

Leptogium tremelloides Vain. var. azureum (Ach.) Nyl. あをきのり 利尻山麓森林 
帶、樹皮 上。 

Pannariacese はなびらごけ科 

Pannaria pezizoides (Weber) Tjrev. 利尻山頂上、岩石上二蘇類卜混生。 

本種ガ樺太ノ鈴谷岳二產スルコトハ旣二筆者ガ報吿シタ〇其他ノ產地ハ知ラレテ4ナイ 
樣デ 、アル ガ今囘利尻島デ、採集サレタ。 

Stictaeese よろひごけ科 

Jbobana pulmoncma Hoffm. var. meridional %% (Vain.*) Zahlbe. かぶとごけ、牙!]尻 
山麓森林帶、樹皮 上。 

Peltigeracese つめごけ 科 , 

Solorina crocea (h.) Ach . あかうらやレ、とごげ利尻*山頂上附近、岩壁上。 

本種ハ 高山 寒地性ノ地衣 デ、 我 ガ國デハ 朝比奈博士ガ木曾駒 ヶ岳デ 採集 ザレ タ記 錄ガア 
ルガ、其後 ハ 新產地 t ノ報吿 ハ 無イ樣デアル 0 利尻山デ V 、子器ヲ生ジタ モノ ガ澤山 アツ タ〇 
Nephromc^ Icevigatum Ach . うらみごけ利尻山中腹 
森林帶、樹皮 上。 

Peltigera aphthosa ( L .) Willd . ひろつめごけ利尻 
山麓草原、岩石上。 

P . venosa ( L .) Bai^mg. 利尻山頂上、岩石上。 

本種モ高山寒地性ノ地衣 デ、 我 ガ國デハ 八ヶ岳及ビ富 
士山 二產スルコトガ 朝比奈博士 ニョツテ報吿サレテキル 
ダケデアル〇 

^ ^ 、ハ r ^ 第 6 圖利尻山頂上產ノひめつめごけ 

P. mrescens (Stein.) Gyel. 利尻山麓、 岩石 左下ハ裏面、 他 ハ表面 （ xi) 

上又ハ樹皮上。 

本種ハモト Peltigera Degeni Gyel. トシテ知ラレテ+タモノデアルガ、我ガ國二產 
スルコトパ未ダ文獻二出ナカツタト思フ。コノ新シ イ學名デ 出ルノハ 勿論 コレガ最初デア 

ル0 

Lecideacese へりとりごけ科 

Lecidea platycarpa Ach . たかねへりとりごけ利尻山上部 （1500 m )、 岩石上。 

文 獻デハ J. Muller ガ日光二產 スルコト ヲ報吿 シテ斗ル ダケ デアルガ、 樺太カラ北海 
道及ビ本州ノ諸高山二相當二廣ク分布 シテヰル。 

RMzocarpon geographicum DC . f . atrovirens Mass. ちづごけ利尻山中腹（1000 m ). 
岩石上 0 
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Ola loniacese はなごけ科 

Bceomyces roseus (Hamp.) Pers. せんにんごけ利尻山頂上附近。岩壁上。 

Cladonia rangiferina ( L .) Web. はなごけ利尻山上部。地上。 

C . sylvatica ( L .) Hoffm. わらはなごけ ,同上 

C . strepsilis ( Ach .) Vain. 利尻*山上部 （1500 m )、 岩石上。 

Stereocaulon paschale ( L .) Fb . 利尻山上部、地上。 

Urabilicariacese いはたけ科 

Umbilicaria erosa Acit . var . torrefacta (Lightf.) Frey あないはたけもどき、利尻 
山中腹、岩石上0 

北ノ海二聳ヱ立ツ利尻富士 二 〆 、キツトいはたけノ類ガ多イダラウト思ツテ注意シテ搜シ 
廻ツタガ、僅ニタぐコノ種ヲ得タダケデァツタ。シカモ精々直徑 2 cm 位ノ貧弱ナモノ十數 
片ヲ採集シタダケデアル。 

Lecanoraceae へ. リとりごけ科 

Lecanora decorata Vain. あはもちごけ利尻山中腹、岩石上。 

L . gelida ( L .) Ach. 同上。 

Parmeliaceae うめのきごけ科 

Parmelia caperata ( L .) Ach. きうめのきごけ利尻山麓、樹皮上。 

P . olivacect ( L .) Ach. こげちやうめのきごけ利尻山中腹、樹皮上。 

P . pertusa (Scsrank) Sch^er. せんしごけ利尻山麓ヨリ中腹、樹皮上。 

P . ( L .) Agh •ふくろごけ利尻山中腹、はひまつ上。 

P . saxatilis ( L .) Ach. からくさごけ利尻山麓ヨリ中腹、樹皮上。 

P . tubulosa ( ScHiER .) Bitter こなふくろごけもどき利尻山中腹、はひまつ上。 

Cetraria Braunsiana (Mull. Arg.) Zahlbr. ぶらうんとこぶしごけ同上。 

C . crispa Nyl. まきばえいらんたい利尻山頂上附近、地上。 

C . . juniperina ( L .) Ach. はひまつごけ利尻山中腹、はつまつ上。 

C . pinasiri (Scop.) Eohl. こなはひまつごけ同上。 

C . scepincola (Ehbenb.) Ach. するめごけ 同上。 

Usneacese さるをがせ科 

Evernia mesomorvha Nyl. t esorediosa Mull. Arg. やまひこのり利尻山中腹、樹 
皮上。 

Ramalina Asahinfma Zahlrr. ひろはからたちごけ利尻山下部、樹皮上。 

Usnea diffract a Vain. よこわきるをがせ利尻山麓ヨリ中腹、樹枝上。 

本種以外=ハさるをがせ屬ノ地衣ハ全ク見當ラナカツタ。 

Thamnolia vermicularis Sceuer. emend . Asahina むしごけ利尻富士頂上附近。 
Siphula fuscidula Zahlbr. in Bot . Mag . Tokyo XLI , p . 358 (1927). 

Faurie ガ採集シテ、利尻島特產ノ地衣トシテ記載サレタ本種ノ正體ヲ捕へヨウト相當二 
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努カシタガ、遂二發見スルコトガ出來ナカツタ。 

Caloplacacese だいだい ごけ科 

Caloplaca elegans Th . Fb . あかさびごけ鴛泊港燈臺下、岩壁上。 

カツテ 筆者ガ本稹ノ分布ヲ論ジタ時 ハ 北海道デノ產地ハ掇本ガナカツタタメニ擧 ゲル コ 
トガ出來ナカツタガ、今囘ハ利尻島及ビ禮丈島0岩附近）ヲ產地トシテ記錄スルコトガ 
出來夕 。ナホ 筆者ハ今夏山形縣ノ山寺附近デモ採集シク。 

Physciacese むか'" e ごけ科 

Physcia . setosa ( Ach .) Nyl . f . japonica Hue しらげむかでごけ利尻 I 山麓、樹皮上 
基準種ハ日本ヲ始メトシテ支那•印度• アメリカ • ヨー〇ツパ 等二廣ク分布シテヰルガ、品 
種ノ方ハ日本二限ルモノトサレテヰル0子器ノ周圍=白イ刺狀ノモノガアルノデ黑色ノ刺 
ヲモツ基準種卜區別サレテヰル0原記載ハ禮文島及ビ利尻島デ Faukie ガ採集シタモノヲ 
主トシテ4ルラシク、 Hue /原記載ヲ見ルト產地ノ項ニハ “In Asia : in Japonia legit 
R . P . Faueie corticolarn in ins . Eebunsiri , n is 1425 et 1629, 1 augusti 1899 ; in ins 
Biishiri , n is 1421，1438， 1460 et 1555, 25 jalii 1899; in ins . Yeso ,..’’ トシテー 

番始 メニ 出シテ 牛ル。マタコノ 記錄 ニヨツテ Faurie ガ 1899年ノ 7月 カラ 8月ニカケ 
テ禮文島及ビ利尻島ヲ荒シ廻 ツタコ トモ知ラレテ 4 ルワケデ アル。 

A naptychi a -palmulat a (Ach.) Vain ひめげじげじごけ利尻山麓、樹皮上'。 

(佐藤正己） 


〇仙水峠ノ地衣 

東駒カラ「アサヨ」地藏へノ縱走路卜北澤カラ摩利支天南麓ヲ經テ韮崎方面へヌケル交 
叉點デアル仙水峠（約2300辽〇ハ岩塊累々トシテ露出シはひまつ、こめつ X じ等ノ群落デ、 
點綴包圍サレ地衣採集ノ好適地デアルト武田久吉博士カラ敎ヘラレテ居タガ、特二予ノ此地 
二對スル關心ヲ高メタコトハ小泉秀雄君ノ古キ採品中二高サ ldm モアル仙水時產ノ Cla - 
donia alpicola ヲ見出シテカラノコトデアル。今夏此希望ヲ實現スべク「南アルフ。ス_ 1 ノ 
權烕餌田敏君ノ東道デ久內、柳田兩君ノ同行ヲ得テ信州伊奈、高遠ヲ經テ戶臺ノ民家=一泊 
シ翌日戶臺川二沿テ赤河原ノ燒ケ付ク石塊ヲ路ンデ北澤峰二向ツタガ、其間戶臺ヲ發シテ間 
モナク左岸石灰岩ノ露出スル地點二ひらみやいとごけ Solorina platycarpa Hue (本誌第 
XI 卷第156頁）ノニ三ノ標本ヲ得タガ此地衣ヲ此處デ、最初二獲タノハ藤川ガンヂー君 
(1935)デ同君/標本ハ已二予ノ乾園中二所藏サレテアル。カクテ八丁坂ノ難所モー氣二突 
破シ北澤小屋二到着、直チニ輕裝シテ仙人峠ヲ踏査シ更二翌朝總員仙水峠二到リ先グ浸出材 
料トシテノ Nephroma arcticum /大量採集ヲ終ツタ後隘路ノ兩側二雜然卜展開スル岩塊 
ヲシミラツブシ=搜索シタ。此際第ーノ目標ヲ Cladonia alpicola 二置イタガ極メテ.稀デ、 
アマリ發育ノヨクナイ標本數箇ヲ得タニ過ギナカツタ。小泉君/採集ハ大正十年デアルカ 
ラ爾來約15年ヲ經過シテ此有樣デアレパ此種ハ將來衰滅ノー途ヲタド、ルモノ デ ハアルマイ 
力 0 此地デ最モヨク繁茂スルモノハみやまはなごけ Cladonia alnestris Ebh . デアル。意 
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